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町
議
会 

政
ク
ラ
ブ
会
報 

バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
わ
が
国
は
、
一
九
九
〇
年
代
の

わ
れ
た
十
年
を
経
て
、
経
済
の
回
復
に
は
程
遠
く

塞
間
の
中
に
あ
り
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
わ
が
国
産
業
を
支
え
て
き
た
製
造
業

、
国
際
化
の
流
れ
の
中
で
、
海
外
へ
と
シ
フ
ト
し
、

内
の
産
業
の
空
洞
化
現
象
が
よ
り
深
刻
化
し
て
い

す
。 

そ
の
流
れ
は
、
昨
年
十
二
月
の
世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ

Ｏ
）
加
盟
に
見
ら
れ
る
中
国
の
台
頭
に
よ
り
、
更

加
速
し
て
い
ま
す
。
ま
た
国
内
金
融
機
関
も
不
良

権
の
重
圧
に
さ
い
な
ま
れ
続
け
、
い
ま
だ
新
し
い

代
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
見
出
さ
れ
て
い
な
い
の

現
状
で
す
。 

国
民
の
期
待
を
一
身
に
受
け
て
成
立
し
た
、
小
泉

閣
の
掲
げ
る
構
造
改
革
路
線
は
、
残
念
な
が
ら
い

だ
具
体
的
な
解
決
の
道
筋
が
見
出
さ
れ
て
い
な
い

で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。 

六
月
議
会
で
、
私
た
ち
民
政
ク
ラ
ブ
は
、
三
位
一

の
改
革
を
早
期
に
実
現
す
る
よ
う
意
見
書
の
提
出

致
し
ま
し
た
。 

国
か
ら
地
方
へ
の
権
限
委
譲
が
進
め
ら
れ
、
自
分

ま
ち
は
自
分
で
つ
く
る
と
い
う
時
代
へ
向
か
い
つ

あ
り
ま
す
。 

個
性
あ
る
菰
野
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
為
に
、
町
民

皆
さ
ん
の
声
を
生
か
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

ま
す
。「
個
人
が
主
役
と
な
り
、
よ
り
尊
重
さ
れ
る

会
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。 

 

急
き
ょ
告
訴
取
り
下
げ

名
誉
毀
損
問
題 

今
年
二
月
行
わ
れ
た
町
長
選
挙
告
示
後
、 

誉
毀
損
で
菰
野
町
議
会
民
政
ク
ラ
ブ
を
告
訴

て
い
た
前
菰
野
町
議
会
議
員
（
Ｋ
氏
）
は
、

日
市
西
警
察
署
に
、
急
き
ょ
告
訴
を
取
り
下

ま
し
た
。 

町
民
の
皆
様
に
は
大
変
ご
心
配
を
か
け
ま
し

。 民
政
ク
ラ
ブ
は
、
今
後
も
情
報
公
開
の
原
則
、

道
の
自
由
を
守
り
、
町
民
の
皆
様
に
真
実
を

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

先
進
国
で
は
、
第
三
者
技
術
者
集
団(

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト)

が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
執
行
経
過
を
第
三
者
的
立
場
か
ら
管
理

る
機
能
を
持
っ
て
い
ま
す
。
わ
が
国
も
第
三
者
執
行
形
態

導
入
も
、
今
後
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
は

考
え
ま
す
。
私
た
ち
民
政
ク
ラ
ブ
は
、
地
元
業
者
育
成
と

せ
て
、
透
明
性
・
公
平
性
・
客
観
性
の
よ
り
一
層
の
向
上

図
る
た
め
、
入
札
制
度
改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。 

 

菰
野
町
で
は
平
成
十
五
年
度
か
ら
二
十
二
年
度
ま
で
の
公

施
設
整
備
計
画
が
示
さ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
内
容
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
よ
り
特
に
要
望
の
強
い
、

書
館
等
生
涯
学
習
施
設
建
設
や
、
教
育
施
設
を
始
め
と
す

公
共
施
設
の
耐
震
補
強
、
児
童
数
の
増
加
に
伴
い
手
狭
と

っ
た
竹
永
小
学
校
の
改
築
工
事
・
朝
上
小
学
校
体
育
館
改

等
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。 

財
政
厳
し
い
状
況
の
中
で
の
計
画
は
、
様
々
な
手
法
を
検

し
て
の
計
画
で
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
今
後
の
菰
野
町

展
の
為
に
民
政
ク
ラ
ブ
は
、
皆
様
の
期
待
に
応
え
ま
す
。 

菰
合まがした年情育今た

菰
野
保
育
園
新
築
工
事
は
、
二
回
の
入
札
談

情
報
が
寄
せ
ら
れ
、
着
工
が
大
変
遅
れ
て
い

し
た
が
最
終
的
に
町
長
は
、
菰
野
町
に
実
績

あ
る
業
者
と
随
意
契
約
を
結
ぶ
と
発
言
を

、
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
と
契
約
を
い
た
し
ま
し

。 議
会
と
し
て
は
、
建
設
中
止
と
な
る
と
十
四

度
補
助
金
を
返
上
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
実

、
保
育
園
児
が
、
す
で
に
仮
設
園
舎
に
て
保

を
し
て
い
る
現
状
を
考
え
民
政
ク
ラ
ブ
は
、

回
の
工
事
請
負
契
約
に
賛
成
を
致
し
ま
し

。 
 
 
 
 
 

「
反
対
者
女
性
議
員
一
名
」 

て最の労設可まいにとる

野
保
育
園 

新
築
工
事
始
ま
る 
すのと併を共図るな築討発
 名し四げた報伝
菰
野
町
で
は
、
談
合
防
止
策
及
び
入
札
制
度
改
革
に
む
け

検
討
を
重
ね
、
七
月
一
日
か
ら
郵
便
入
札
制
度
の
確
立
と

低
制
限
価
格
の
見
直
し
が
実
施
さ
れ
ま
す
。 

談
合
防
止
の
観
点
と
、
発
注
者
と
し
て
健
全
な
企
業
経
営

も
と
、
適
正
な
技
術
力
を
有
す
る
企
業
が
、
品
質
の
確
保
、

働
災
害
の
防
止
、
元
請
け
下
請
け
の
関
係
維
持
の
点
か
ら

計
図
書
に
基
づ
き
、
必
要
な
価
格
を
決
定
す
る
こ
と
が
不

欠
で
あ
る
事
か
ら
、
最
低
制
限
価
格
の
見
直
し
が
な
さ
れ

し
た
。
ま
だ
ま
だ
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後
検
討
し
て

く
と
い
う
こ
と
で
特
別
委
員
会
も
了
承
い
た
し
ま
し
た
。 

公
共
工
事
標
準
請
負
契
約
約
款
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う

、
わ
が
国
の
社
会
資
本
整
備
に
お
い
て
は
、
現
在
発
注
者

受
注
者
と
い
う
二
者
構
造
に
よ
り
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い

の
が
現
状
で
す
。 

公
共
工
事
の 

透
明
性
・
効
率
性
向
上
を 



 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

 
 

代
表
質
問 

 
 

佐
藤
孝
幸 

 
自
然
豊
か
な
菰
野
町
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
く
に
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
い
け
ば
よ
い
の

か
？
県
外
の
人
た
ち
に
は
、
な
か
な
か
「
こ
も
の
」

と
読
ん
で
い
た
だ
く
事
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
菰

野
町
を
全
国
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
も
、
観
光

の
ま
ち
づ
く
り
、
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
、
力
を

入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

「
答
弁
」
今
後
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

粗
大
ご
み
の
収
集
に
つ
い
て

 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
般
質
問 
 

矢
田
富
男 

菰
野
町
の
粗
大
ご
み
の
収
集
は
家
具
、
テ
ー
ブ

ル
、
ソ
フ
ァ
ー
な
ど
の
搬
入
は
、
五
十
セ
ン
チ
に

し
て
金
具
類
は
分
別
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
事
を
大
変
苦
痛
に
感
じ
て
い
る
人
が
見

え
ま
す
。
特
に
、
高
齢
者
・
女
性
だ
け
の
世
帯
で

は
、
壊
す
道
具
も
な
く
、
運
ぶ
事
も
出
来
な
い
と

の
事
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
人
た
ち
の
為
に

も
、
見
直
す
時
期
に
来
て
い
る
の
で
は
な
い
の
で

し
ょ
う
か
。 

「
答
弁
」
検
討
す
る
時
期
に
来
て
い
る
と
考
え
ま
す
。 

消
防
行
政
と
教
育
問
題
に
つ
い
て

 

一
般
質
問 

 
 

中
山
文
夫 

 

神
戸
市
で
起
き
た
消
防
士
の
二
次
災
害
に
よ
る
死
亡

事
故
を
踏
ま
え
た
今
後
の
対
応
と
、
東
南
海
地
震
が
予

想
さ
れ
る
中
、
小
・
中
学
生
に
救
急
法
な
ど
防
災
教
育

の
実
施
を
要
望
し
ま
し
た
。
又
、
教
師
、
生
徒
、
保
護

者
の
間
で
信
頼
関
係
を
損
な
わ
な
い
よ
う
要
望
し
ま
し

た
。 

「
答
弁
」
救
急
法
に
つ
い
て
は
実
施
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

 

一
般
質
問 

 
 

黒
田 

勝 

少
子
高
齢
化
が
進
む
な
か
、
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

が
作
成
さ
れ
ま
し
た
が
、
介
護
保
険
の
現
状
は
ど
の
様

に
な
っ
て
い
る
か
。
ケ
ア
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て
は
、
今
後

ど
の
よ
う
な
考
え
を
も
っ
て
い
る
の
か
、
尋
ね
ま
し
た
。

 
「
答
弁
」
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

 

環
境
に
や
さ
し
い

 
ゴ
ミ
行
政
に
つ
い
て

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
般
質
問 

 
 

諸
岡
文
人 

人
間
社
会
で
は
、
暮
ら
し
と
ゴ
ミ
と
の
関
係
を
、
否

定
す
る
事
は
出
来
ま
せ
ん
。
菰
野
町
で
も
、
資
源
回
収

事
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
事
業
効
果
を
あ
げ
る
為

に
月
一
回
の
収
集
を
増
や
す
事
が
、
不
法
投
棄
の
減
少

に
な
る
の
で
は
、
と
質
問
し
ま
し
た
。 

「
答
弁
」
検
討
を
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

個
人
情
報
保
護
法
の 

取
り
組
み
に
つ
い
て

 

一
般
質
問 

 
 

伊
藤
泰
範 

今
年
八
月
か
ら
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
の
二
次
稼
動
が
始
ま
り
ま
す
。
厚
生
労
働
省
は
、

個
人
情
報
保
護
の
徹
底
を
求
め
て
い
ま
す
。
漏
洩
を
す

れ
ば
大
変
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。
菰
野
町
で
は
ど
の
よ

う
な
セ
キ
ュ
リ
テ
イ
対
策
を
し
て
い
く
の
か
、
質
問
し

ま
し
た
。 

「
答
弁
」
充
分
気
を
つ
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

シ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て

 

一
般
質
問 

 
 

内
田
親
根 

 

建
物
の
新
築
、
増
改
築
時
に
使
わ
れ
る
建
材
に
含
ま

れ
る
化
学
物
質
で
、
体
調
が
悪
化
す
る
シ
ッ
ク
ス
ク
ー

ル
が
全
国
で
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
菰
野
町
で
は
、

シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
症
候
群
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
対
応

を
し
て
い
る
か
、
質
問
し
ま
し
た
。 

「
答
弁
」
充
分
見
守
っ
て
い
き
た
い
。 

矢田 富男 ９３－４０４５ 
佐藤 孝幸 ９６－０６２３ 
伊藤 泰範 ９３－１７６８ 
内田 親根 ９６－４８３４ 
黒田  勝  ９６－０７７４ 
中山 文夫 ９４－３４６３ 
服部  勲  ９６－０２２５ 
諸岡 文人 ９６－０３６６ 
渡辺  昇  ９４－２８８２ 

議
会
質
問
の
き
ま
り 

議
会
質
問
は
各
自
一
時
間
の
範
囲
で
質
問
を
し
ま
す
。

 

（
今
回
紙
面
上
一
問
だ
け
簡
潔
に
掲
載
を
し
て
い
ま
す
。

）

 

ご意見をお待ち

しています。 


